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福山周辺海域における底質中の数種重金属の
一

分布について＊

井上晃男*＊・浅川末三**＊

TheHeavyMetalConcentrationsintheMarineSediments

alongtheCoastofFukuyama.＊

AkiolNouE*＊ａｎｄＳｕｅｚｏＡＲＡ１ｒＡｗＡ:|:*＊

AbStraCt

Ｔｈｅｈｅａｖｙｍｅｔａｌｃｏｎｔｅｎｔｓｉｎｔｈｅｍａｎｎｅｓｅｄｉｍｅｎｔｓｗｅｒｅｅｖａｌｕａｔｅｄｂｙａｔｏｍｉcabsorp-

tionspectrophotometry・Ｔｈｅｒｅｇ１ｏｎｓｅｌｅｃｔｅｄａｎｄｔｈｅｅｌｅｍｅｎｔｓａｎａｌｙｚｅｄｆｏｒｔｈｉｓｓｔｕｄｙｗｅｒｅ
ｔｈｅｓameasreportedpreviouslyl)．Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｂｔａｉｎｅｄｃａｎｂｅｓｕｍｍａｒｉｚｅｄａｓｔｈｅｆｏｌｌｏ－

ｗｉｎｇｓ、

１〕Theheavymetalswereordinarilyincluded2,400-3,100ｆｏｒＦｅ，280-790forＭｎ，８－２１
forCo，13-100ｆｏｒＣｕ，７０－７００ｆｏｒＺｎ，16-95ｆｏｒＮｉａｎｄ1.0-3.9座g/ｇｏｆｄｒｉｅｄｍａｔｔｅｒｆｏｒＣｄ、

２）Nodeiinitedifferencewasrecognizedforanymetalsbetweenthecontentsofupper
layer〔O-5cmfromthesurface〕ａｎｄｔｈｏｓｅｏｆｌｏｗｅｌａｙｅｒ（10-15ｃｍ)．

３）Themeanquantitiesofextractableheavymetalsinthemarlnesedimentsofthis

districtwere：2,000ｏｆＦｅ，２８０ｏｆＭｎ，６ｏｆＣｏ，２０ｏｆＣｕ，９０ｏｆＺｎ，６ｏｆＮｉａｎｄｌｏｆＣｄ〃g/g
ofdriedmatter、

４）TheexistenceofhighconcentmtionsofextractableFeandMnsuggestedthatthe
elutionofthosemetalsfroｍｍａｒｍｅｓｅｄｉｍｅｎｔｓｗｏｕｌｄｃｏｎｓｔａｎｔｌｙｏｃｃｕｒａｎｄｍａｉｎｔａｉｎｔｈｅ

ｌｏｎｇｌａｓｔｉｎｇｏｕｔｂｕｒｓｔｏｆｄinoflagellates，ｓｕｃｈａｓＥｘ"Ｗａｅ〃αｓｐ、ａｎｄＥ"〃eノリ〃e〃αｓｐ．

瀬戸内海の備後灘北端に位置する福山周辺海域について，海水中の重金属含量を既に報告した"・

沿岸海域においては，重金属はとくに底土に蓄積され易く，これが植物相や動物相に影響を与える

場合が多い．そこで同海域の汚染の程度を知り，併せて河口堰設置前後の変化の様子を知る資料と
して，底質中の数種の重金属含量を測定した．

方 法

福山地先の海域に定点５ケ所（前報参照）を設定し，1970年１２月～1971年11月の間，原則とし

て隔月に底泥を採取した．試料の採取は柱状採泥器によって行ない，研究室に持帰り，表面から５
ｃｍまで（上層）および１０ｃｍから１５ｃｍまで（下層）の２層を分取した．分取した底泥は１昼

夜室温に放置した後，乾燥器中（50～60°Ｃ）で恒量に達するまで乾燥した．この乾燥試料を乳鉢中

で充分に磨砕し，貝殻その他の異物を除去した後，供試々 料とした．蒸発皿に精秤した試料１９と

＊本研究の一部は文部省科学研究費一般研究Ｂによった．

難＊鹿児島大学水産学部水産植物学研究室（LaboratoryofMarineBotanyandEnvironmentalScience，
FacultyofFisheries，KagoshimaUniversity)．

**＊広島大学水畜産学部水産化学研究室（LaboratoryofFisheriesBiochemistry，FacultyofFish‐
eriesandAnimalHusbandry，HiroshimaUniversity)．
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濃塩酸３０ｍ’および濃硝酸１０ｍｌを加え，時計皿を載せて沸騰水浴上で３０分間分解後，蒸発乾

固し，これを濃硝酸で溶解した．次いでＮｏ．５Ｃの浦紙で沌過し，さらに沈澱を温硝酸で３回洗

瀞後，これらの浦液を合し，適量に定容して，日立原子吸光分光々度計２０８型により重金属含量を
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１０

測定した，対象にした重金属の種類は前報と同じくＦｅ，Ｍｎ，ＣＯ，Ｃｕ，Ｚｎ，Ｎｉおよて

種であり，回収率はＣｄが９２％，Ｚｎが９３％でこれら以外はすべて約９６％であった．
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一方，底質中の可溶性重金属含量を知るため，精秤した粉末試料.約２９に０．２NHC1200mlを

加え，振鐙器で２時間混合し，東洋沌紙Ｎｏ．５Ｃで浦過後，この沌液について前記７種の重金属含

量を測定し鋤，底質中の総量と比較した．

また比較のため，備後灘と健灘の境界付近にある宇治島周辺の底質試料（水深約２５ｍ）を採取

し，同様に測定した．
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一Ｉ

， 結果

採取したすべての試料を通じて，重金属含量はそれぞれ，Ｆｅ：2,400～3,100,Ｍｎ：280～790,

ＣＯ：８～21,Ｚｎ：７０～700,Ｃｕ：１３～100．Ｎｉ：１６～95,Ｃｄ：１．０～3.9,L4g/ｇ乾量であった．同一
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定点，同一層の間にも採取時期によってかなりの差が認められたが，これは時期的変化や測定誤差

に由来するのではなく，むしろ沿岸部では少し場所が変っても重金属含量が大きく変り得ることを

示すものと思われる．

採取時期による違いがもっとも小さかったＦｅと，もっとも変動の大きかったＣｕの含量を

Fig.１およびFig.２に示した．Ｆｅは上層（０～５ｃｍ）ではＳｔ､１，３および５ではあまり差が

なかったのに対して，Ｓｔ，２では約１５％，Ｓｔ､４では約１４％の開きが認められたものの，全体と

してはそれほど大きいものではなかった．これに対してＣｕは，Fig・２のように採取試料.による差

が著しく，たとえばＳｔ、２の上層とＳｔ、１の下層では，最大値と最小値の間に約９倍の差が認め

られた．このように重金属の種類によっては，採取試料（時期）による含量の違いがあることがわ

かったので，前後５回にわたって採取，測定した各試料中の重金属含量を定点および層ごとに平均

し，これを比較することにした．このようにして求めた各重金属含量をＦｉｇ．３およびＦｉｇ．４に

示した．

ＦｅはＳｔ､２の上層でもっとも多く，Ｓｔ、３の下層でもっとも少なかった．また上層と下層のど

ちらに多く含まれているかは定点によって異なるものの，それほど大きな差ではなかった．Ｍｎは

海水の場合と同じく，鉄鋼関係の工場廃水が多量に流入しかつ航路筋にも当るＳｔ、５にもっとも多

かった．なおこの‘傾向はＺｎについても同様であった．またＣＯでは下層に，Ｎｉでは上層に多く

含まれる場合が多く，Ｃｄでは定点間に大きな差は認められなかった．

以上に述べたように，各定点とも一般に上層と下層の間のそれぞれの重金属含量にはかなりの差

がある場合も認められたが，いずれの値もその定点の底質中の重金属含量を示すものと考えられ

た．そこで５回の採取試料についての平均値を算出し，これをその定点の値とみなして宇治島周辺

の値と比較した（Tableｌ)．これらの値を舞鶴湾および若狭湾の値3）と比較すると，Ｃｕおよび

ＣＯがほぼ同じ，Ｆｅは約１/３しか含まれていなかった．これに対して，ＣｄおよびＮｉは約４倍

以上含まれており，福山地先海域中の底質にはこれら２種類の重金属含量が際立って多いことが明

らかになった．Ｃｄについては駿河湾田子の浦で０．１ＰＰｂ以下という値が報告されており4)．本研

究の調査海域の含量がいかに高いかがわかる．

Table１．HeavymetalcontentsinthemarinesedimentsaroundFukuyama〔蝿/g）

読孟T一辺雪’ Ｆｅ Ｍｎ ＣＯ Zｎ Cｕ Ｎｉ Ｃｄ

St、１ 2700 5釘 1３．２ 194 4２．３ 29.4 1．７２

St、２ 2760 Em8m 15.8 152 44.7 36.2 2．００

St、３ 2610 654 15.7 134 5４．１ 43.5 2．０１

St、４ 2710 411 1３．９ 220 50.6 2６．８ 2．０４

St、５ 2670 757 1５．２ 244 4６．１ 3２．９ 2．３８

Uｊｉｓｈｉｍａｌ２５５０ 537 １５．０ 155 2４．５ 3０．３ 1．４５

これまでの測定に用いた試料･について，希塩酸で抽出され得る可溶性の重金属含量を調べた結果

をＴａｂｌｅ２に示した．またＴａｂｌｅ３には全量に対する可溶性重金属含量比率を示した．このよ

うにＦｅでは約７５％に当る2,000鱈/ｇが可溶性であることがわかった．同様にＭｎでは４６％

に相当する280〃g/g，ＣＯでは４１％の６，αg/g，Ｚｎでは４７％の９０‘αg/g，Ｃｕでは４３％の２０

‘αg/g，Ｎｉでは１６％の５．６鱈/g，Ｃｄでは５１％の１焔/ｇがそれぞれ可溶性であった．Ｎｉ以
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ＣＯ

Ｔａｂｌｅ２．Contentsofextractableheavymetaｌｓｉｎｔｈｅｍａｒｉｎｅ

ｓｅｄｉｍｅｎｔｓａｒｏｕｎｄＦｕkuyama（βg/g）

Ｚｎ

0．７８

１．０８

０．９４

０．９３

１．４８

０．７５

麗溌陽ｌ８ａ８

51.21６．４

誌孟-22雪ｌＦ。 Ｍｎ ＣＯ Ｚｕ Ｃｕ Ｎｉ Ｃｄ

42.6
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外は40％以上のものが可溶な形で存在しているところから，たとえば暴風などで海が荒れた場合に

は，かなりの量の重金属が底質から海水中に溶出するものと思われる．

因みに本研究開始前の1970年８月，台風の上陸後に，福山沿岸海域においては，それまでには報

告されたことのないＥ”ep"e"αｓｐ・やＥｘ"yjae"αｓｐ、による赤潮が，大規模かつ長期間にわたっ

て発生した．これら２種の鞭毛藻類は他の藻類に比してとくに多量のＦｅおよびＭｎを要求する5)．

前報で述べたように同海域の海水中のＦｅやＭｎの含量は，他の海域に比して極端に多くはない

従って大規模な赤潮を長期間維持するのに必要なこれらの金属は，海底泥から補給されたと考える

のが妥当であろう．

以上のように，福山周辺海域の底質中に含まれる重金属含量は，一般の内湾の値に比して，Ｎｉお

よびＣｄ含量がとくに高いまた可溶性のものもそれぞれ１．０４および５．５５〃g/ｇと高い値を示

した．従って通常は海水中にはそれほど多量には含まれていないこれらの重金属も，海底泥がまき

上るような事態が起これば，結果的に海藻中に異常に蓄積されることがあり得るものと思われる．

報告を終るに当り，終始適切な御助言と御指導を賜った広島大学水畜産学部藤山虎也教授ならび

に小山治行助教授に感謝する次第である．
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